
三河港の貨物船火災現場に

 

照明車２台を派遣！
国土交通省豊橋河川事務所は、平成２４年１０月９日、三河港

 

で発生した貨物船の火災に、夜間の消火活動を支援するため、２

 

台の照明車を派遣しました。

中部地方整備局

豊橋河川事務所

中部地方整備局では、災害や重大な影響を与える事故などが発生した場合、

 

排水ポンプ車での排水作業、照明車による夜間の照明など、災害対応を幅広

 

く支援しています。



平成２４年１０月９日正午ごろ、豊橋市明海町（三河港明海地

 

区船渡ふ頭３号岸壁）に着岸していたカンボジア船籍の貨物船

 

から火災が発生し、積み荷の鉄くずなどが炎上しました。

豊橋河川事務所は、本火災が三河湾の水質事故に繋がるお

 

それがあることから、豊橋市からの要請受け、職員３名と照明

 

車２台を現場に派遣し、夜間の消火活動を支援しました。
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黒煙を上げて、激しい勢

 

いで炎上する積み荷の鉄

 

くず



消火活動は夜間に及びました。
現場周辺には街路灯などの照明はなく、
夜間の消火活動が難航していました。

照明のない中、警戒にあたる
三河海上保安署の巡視艇

（無照明の周辺の状況） 照明後の消火活動
点灯後の消火活動の効率は飛躍的に向上

（点灯開始19時22分）

２台の照明車で、貨物船の船首側と船尾側の２方向から現場を照らす

照明車は、夜間でも５０ｍ先で新聞が

 

読める明るさで照らすことができます
的確な放水のため、消防隊員と連携し
照明車の照射角度をこまめに調整



【災害対応の支援要請窓口(三河地域)】
国土交通省中部地方整備局
豊橋河川事務所
(電話)0532-48-2111
(ﾒｰﾙale)toyohashi@cbr.mlit.go.jp

懸命な消火活動により、２１時３０分頃に鎮火し

 

ました。しかし、再燃しないよう貨物船内の全ての

 

荷物に放水しながら陸揚げすることとされたため、

 

一連の作業が終了するまで支援しました。

全作業の終了を確認し、２２時５２分照明車消灯

写真・資料協力

 

：

 

三河港湾事務所

H24.10.11作成

翌朝早々、豊橋市より「照明車の派遣については大変感謝してい

 

る」旨のお礼のご挨拶を頂きました。
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